
規

則

訓

令

告

示

平成™˜年 月˜˜日 金曜日 第œ˜œ›号官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十

六
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

林

幹
雄

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被

害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
国

家
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「（
そ
の
組
織
に
属
し
て
い
た
こ
と

が
当
該
犯
罪
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
関
連
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
十
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
に
三
分
の

二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
、
当
該
犯
罪
被

害
者
又
は
第
一
順
位
遺
族
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
、

当
該
加
害
者
に
対
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年

法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
が

発
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
（
第
四
条
又
は
第
五
条
に
定

め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。）が
あ

る
場
合
及
び
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。）が
あ
り
、
法
第
九
条
の
規

定
に
よ
る
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給

し
な
い
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
を
除
く
。）又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
あ

る
場
合

二

第
五
条
第
二
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
組
織
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
当
該
犯
罪

行
為
が
発
生
し
た
こ
と
に
関
連
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
当
該
組
織
に
属
す
る

者
で
な
い
と
き
（
第
二
条
、
第
四
条
又
は
第
五
条
第

一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に

準
ず
る
も
の
を
含
む
。）が
あ
る
場
合
及
び
第
三
条
又

は
第
六
条
第
一
号
に
定
め
る
事
由
（
こ
れ
ら
に
準
ず

る
も
の
を
含
む
。）が
あ
り
、
法
第
九
条
の
規
定
に
よ

る
額
に
三
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
し
な
い

こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
を
除
く
。）。

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条

第
二
号
又
は
第
七
条
に
定
め
る
事
由
が
な
い
こ
と
そ
の

他
の
当
該
犯
罪
に
係
る
事
情
を
勘
案
し
て
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
第
五
条
第
二
号
並
び
に
第
十
条
第
二

項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以

後
に
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
、
重
傷
病
又
は

障
害
に
係
る
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
終
わ
っ
た
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
、
重

傷
病
又
は
障
害
に
係
る
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
内
閣
府
訓
令
第
三
十
六
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平

成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
「
経
済
財
政
運
営
担
当
」
の
項
中
５
を
削
り
、
６

を
５
と
し
、
７
か
ら
13
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表

「
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
担
当
」
の
項
中
１
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

四

食
品
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
上
で
必
要
な
環
境

の
総
合
的
な
整
備
に
関
す
る
事
項

五

消
費
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
二
条
の
消
費
者
の
権
利
の
尊
重
及
び
そ
の
自

立
の
支
援
そ
の
他
の
基
本
理
念
の
実
現
並
び
に
消
費

者
が
安
心
し
て
安
全
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
政
策

に
関
す
る
事
項

別
表
「
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
担
当
」
の
項
中
６
を
７
と

し
、
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
経
済
の
発
展

の
見
地
か
ら
の
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び

に
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
消
費
者
委
員
会
及
び
消
費
者

庁
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

別
表
「
共
生
社
会
政
策
担
当
」
の
項
中
４
を
削
り
、
５

を
４
と
し
、
６
か
ら
15
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
二
号

熊
本
県
玉
名
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日法

務
大
臣

森

英
介

熊
本
県
玉
名
郡
横
島
村
大
字
横
島
一
万
七
百
七
十
九
番

地

野
島

基
次

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
六
十
七
号

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負
担
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

施
設
の
整
備
に
関
す
る
施
設
整
備
基
本
方
針
（
平
成
十
八

年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

一
中
「
、
耐
震
性
が
確
認
さ
れ
た
建
物
が
全
体
の
半
数

程
度
に
と
ど
ま
る
な
ど
」
を
削
る
。

二
の
４
の
`

中「「
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
」（
平
成

九
年
四
月
一
日
制
定
）」を「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準（
平

成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
四
号
）」に
改
め

る
。二

の
４
の
a

中
「
問
題
」
の
下
に
「
、
中
学
校
に
お
い

て
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
武
道
の
安
全
か
つ
円
滑

な
実
施
」
を
加
え
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
七
号

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
飼
料
の
公
定
規
格
（
昭
和
五
十

一
年
七
月
二
十
四
日
農
林
省
告
示
第
七
百
五
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産
安
全
管
理
課
及
び
都
道
府

県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
告
示
第
四
号

商
品
取
引
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九

号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
部
大

阪
商
品
取
引
所
の
定
款
の
変
更
の
認
可
を
行
っ
た
の
で
、

同
法
第
三
百
五
十
二
条
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

一

商
品
市
場
を
開
設
す
る
者

中
部
大
阪
商
品
取
引
所

二

上
場
商
品

貴
金
属
（
金
）

三

公
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
由

商
品
取
引
所
法
第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
中
部
大
阪
商
品
取
引
所
に
貴
金
属
（
金
）
を
上

場
商
品
と
し
て
期
限
（
取
引
を
開
始
し
た
日
か
ら
三
年

を
経
過
し
た
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
経

過
前
に
取
引
を
開
始
し
て
い
る
限
月
に
限
り
取
引
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。）を
定
め
て
上
場

す
る
旨
の
定
款
の
変
更
の
認
可
を
行
っ
た
た
め
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
九
十
三
号

南
部
大
阪
都
市
計
画
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
和
泉
中

央
丘
陵
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
に
係
る
次
の
工
区
に
つ

い
て
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
附
則
第
四
十
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
住
宅
市
街
地
開

発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
二
十
七

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

工
区
名
称

６
２
e

２
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